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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、英語学習者が、できるだけ多角的に訓練的に、自主学習のできる環境を構
築することであった。そのために、様々な学習コースを作った上で、技能ごとにレベルのあったコース選択を促すため
、レべル査定をオンラインで行えるようにした。また、具体的な数値目標も結果出力するようにし、その目標に向かっ
て学習者が主体的に訓練できるような仕掛けと環境を作った。段階的に数値目標を与えることで短期的ながらも一定の
効果があった。

研究成果の概要（英文）：The outcomes of this project are two-fold. Firstly, we have created a wide variety
 of self-assessment and level-checker tools, which help online EFL learners set intermediate, numerical go
als for English learning. Secondly, we have found some ways of incorporating fluency development and goal-
oriented learning into regular e-learning activities that tend to focus mainly on receptive skills and acc
uracy-oriented learning.
   From the results of our preliminary experiment, we reveal that our approach can help learners, especial
ly basic learners, improve their performance.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文系

キーワード： CALL　e-learning　自主学習　TELL　速読

言語学・外国語教育



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 19 年文科省の調査報告にあるように、
大学進学率が 2007年から 50％を超え、エリ
ート型・マス型の教育から、ユニバーサルア
クセス型の時代に日本は突入している。大学
教育の文脈でも、ユニバーサルアクセス型の
移行に対応すべく、リメディアル教育、初年
次教育を導入している。こうした背景の下で、
幅広いニーズとレヴェルの学習者に対応で
きる、包括的な自主学習環境の構築と、教
育・介入モデルを構築することが、急務であ
った。 
 科学技術の普及と進歩によって、オープン
ソースのＬＭＳを利用して、比較的安価で
e-learningを導入することができるようにな
った。多くの大学が、自主学習環境を備え、
学習者が自主学習環境で学習する機会が、こ
れからますます増えていくことになる。 
 自主学習環境の現状の問題点は、先ず、教
材の内容の豊富さがない点にある。多肢選択
型の問題を解くことを反復させるテスト演
習型項目が圧倒的に多い。テスト演習は、項
目作成者・分析者側の視点から、利便性は高
いものの、短絡的で、文脈と切り離した学習
を学習者に強いる場合がある。テスティング
だけでなく学習の要素により比重を置き、能
力やスキルを強調するだけでなく、学生に適
度な認知的負荷を与え、さまざまな学習方略
使用を促すことのできる環境にシフトさせ
る必要があった。 
 第二に、現在の自主学習環境は、学習者を
放任しすぎている場合も多い。自主学習の本
質として、学習者に自らの学習を統制する責
任と選択権を与えなければならないが、初級
学習者及び自主学習の仕方に慣れておらず、
何から手をつけてよいか分からない場合が
ある。目標設定が漠然としていると、自分で
学習計画を立てられないのである。学習目標
を段階化して示し、目標設定を支援し、それ
に見合った学習プランを示して、学習者が実
践的に学べる環境が必要であった。 
 
２．研究の目的 
科学技術の進歩と普及によって、自主学習環
境を整備する大学は増加傾向にあるものの、
自主学習を一番必要とする初級学習者に、自
主学習を促すための教育的な介入が十分で
はない現状がある。そのために、本研究では、
学習者に対して、英語の自主学習には様々な
方法があることを認識させ、それらを実践的
に訓練できる動的な学習環境を構築する。 
また、学習者には明確で具体的な学習目標
と学習プランを与え、明確な目標に向かって
学習するよう促す。そのために、CEFRレヴ
ェルを細分化させ、そのレヴェル毎に具体的
な数値目標を設定し、学習者が常に達成感を
得ながら、継続して学習・訓練の機会を与え
るような自主学習環境を構築することが本
研究の主たる目的であった。 
 

３．研究の方法 
学習者に技能ごとのレヴェルにあったコー
ス選択および目標設定をさせるため、（１）
レヴェルを査定し、（２）具体的な数値目標
を与え、（３）その目標に向かって訓練でき
る自主学習環境を作ることが、本研究方法の
大まかな枠組みである。参加学生は毎年異な
るが、A1+から B1-と推定される大学 1－２年
生 100-150 名であった。 
 学生にいくつかの課題を与え、その課題を
遂行するにあたっての「主観的」困難度を報
告させながら、観測可能な数値となる「客観
的」困難度を考慮にいれて、ある程度のレヴ
ェルわけをし、レヴェル毎の具体的な数値目
標を算出していった。結果、タスクの客観的
困難度を算出すれば、タスクのレヴェル推定
が、ある程度できるようになった。タスクを
増やし、そのレヴェル付けをしていくことで、
細分化された難易度の学習コースが複数出
来上がった。これにより、段階的な目標に向
かって訓練のできる自主学習環境を構築し
た。 
 
４．研究成果 
本研究で構築されたシステムの全てを、紙面
の制約上、説明することは難しいため、①リ
ーディング、②リスニング/スピーキング、
③ライティングの観点から、（１）どのよう
なレヴェル査定を実施し、（２）具体的な数
値目標をどのように算出し、（３）どのよう
な学習環境を作ったかを中心に報告する。 
 
リーディング 
（１）査定方法 
学習者に、270 冊の本の中から好きな本を読
ませ、その本を読むのにかかった時間に基づ
いて、推奨する本のレヴェルをフィードバッ
クする。つまり、本システムユーザーのリー
ディングにおける主な目標設定数値は、wpm
（1分間あたりの読める速度）を利用する。 
 
（２）具体的数値の算出手順 
①短め（総語数 3000 以内）の 270 冊の本
（Graded readersや絵本）の文字起こしをし、
難しさ指標を抽出した。 
②それらの本を約200人の学生に読んでもら
い、80％くらい内容を理解できた時間と、本
の難しさ、内容を報告してもらった。それを
数回繰り返して、本の難易度と読者のレヴェ
ルを抽出するためのデータを収集した。 
③それらの指標を参考に、本のレヴェルと読
者のレヴェル（潜在ランク）を 6段階に分類
した。 
 
（３）環境作り 
①本の背表紙に、色ラベルを張り、本のレヴ
ェルを色分けし、レヴェル査定された学生が、
自分の推奨されるレヴェルの本だと、簡単に
見て取れるようにした。 
②学生が読みながら、自分の速度と本のレヴ



ェルを査定し、査定し終わったら、本の報告
をさせるシステムを構築した。あまりにも速
いスピードで読むと読みなおしが要求され
る。 
③学生に授業内外で、そのシステムを使いな
がら、本が読めるように、提供場所を確保し
た。 
④270 冊のすべての用語集（ワードレヴェル
順にソート）をウェブサイトで提供した。 
⑤また、270 冊全部読んでしまった学生のた
め、本が手に入らない環境に応用すべく、英
文をコピー＆ペーストしてレヴェル査定が
できるサイトを作った。 
 
（４）本研究でわかったこと 
本の難しさを割り出したところ、潜在レヴェ
ルと正比例の関係の傾向が高かったのは、本
の総語数、総字数、・一単語あたりの字数、
ページあたりのセンテンス数、一文あたりの
語数、Flesch-Kincaid Grade Level、語彙密
度などであった。学生主観の評価（学生の理
解度、語彙が難しいと感じた度合、面白いと
感じた度合、長いなと感じた度合）もほぼ、
本のレヴェルと正比例の関係にあった。 
 
ライティング 
（１） 査定方法 
30 秒トピックを提示し、その後、5分間もし
くは 10 分間で書ける単語数を査定する。当
初 10 分間に設定していたが、5分間のほうが
良いレヴェル層もあるため、2 パターン用意
した。 
 
（２）具体的数値目標の算出 
約 150 人、延べ 500 人の学生のライティング
データから測定値（WPM、文の長さ、語彙密
度、発表語彙レヴェル）を算出し、それらを
用いて、レヴェルを４つにわけた。 
 
（３）環境作り 
①Javascript を用いることにより、5分また
は 10 分間のカウントダウンが始まり、その
時間が経過すると、強制的に情報が送信され、
単語数とＷＰＭおよびレヴェルがフィード
バックされる。 
②また、フィードバック結果として、学生の
用いた語彙をレヴェル順にソートして、フィ
ードバックするようにしているが、スペリン
グ・タイプミスなどには対応できていないた
め、改良中である。 
 
（４）本研究でわかったこと 
ライティングに関しては、トピックにより、
数値のばらつきが多く、タイピング速度の影
響も無視できないため、査定の精度を高める
ために、トピックの要因と、タイピング速度
の要因を考慮した、さらなる研究が必要であ
る。 
 
リスニング/スピーキング 

（１）査定方法 
学習者に、１分間スピーチを行わせ、最初の
３０秒間に、言えた語数と、最初の６０秒間
に言えた語数に基づいて、自分の流暢さレヴ
ェルをフィードバックする。つまり、本シス
テムユーザーのリーディングにおける主な
目標設定数値は、ＷＰＭ（1 分間あたりの語
数）を利用する。 
 
（２）具体的数値の算出手順 
①約 300 人の学生に、1 分間の自己紹介、自
分の夢、自分の国に関するスピーチを行わせ
た。 
②それらの原稿の文字起こしを行い、最初の
30 秒間、最初の 60 秒間に言えた語数、その
他測定可能な数値を算出した。 
③それらの測定値と、教員の評価、自己評価
の数値指標を使用したところ、5 段階が適正
となった。 
④その5段階の学生の特徴量の平均を目標値
とし、6段階にわけるようにした。 
 
（３）環境作り 
①スマートフォンアプリなどを紹介したり、
インターネットで録音できる環境を提供し
たりしながら、学生が自分で音声録音し、聞
きなおすことができる環境を整えた。 
②学生に、各レヴェルの目標値を提示し、そ
の目標に到達するよう、練習させた。 
③ＷＰＭだけでなく、ポーズとポーズの間に
言える単語数もレヴェルを決定づける要因
であるため、適正な一文の長さが、確実に言
えるように、聞き取りながら言葉を発する練
習のために、シャドーイング課題をコースに
組み込んだ。 
 
（４）本研究でわかったこと 
スピードさえ早ければ、良い英語話者という
わけではないが、中級レヴェルくらいまでは、 
速さがスピーキング能力の一つの指標とみ
なさざるを得ない。実際、スピーチ能力の潜
在ランクから読み取れるのは、一分間に発す
る語数が多いとランクが高くなる傾向があ
る。しかし、発する語彙のレヴェルや、一文
あたりの語数なども、正の影響があった。 
 
段階的な具体的数値目標を与えることの意
義を調査すべく、予備実験を実施した。その
ため、2つの異なるグループを調査した。2012
年の 32 人の新入生と 2013 年の 32 人の新入
生である。両方のグループは医療系の大学生
で、同じカリキュラムの中、同じ教科書が使
われ、４月当初の英語力も全く同じであった。
唯一の違いは、2013 年の学生には、段階的な
具体的数値目標を与えられ、2012 年の学生に
は、最終的なゴールが与えられ、1 分間のス
ピーチに 120 語を含むよう指示された。2 週
間の練習期間を与えて、両グループの WPMs
の平均値を比較したところ、90.4 から 94.1
に上昇し、やや向上したことが読み取れたが、



統計的な有意差にまでは至らなかった。２週
間では、十分な差異は見て取れなかったため、
比較的長い期間で学生の向上を見守ること
が、今後も研究を続ける上で、大きな課題の
ひとつになると言える。 
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